平成１４年度　第１回　デジタル１種　基礎科目　【解説】

第１問

（１）　図の矢印の回路において、キルヒホッフの第２法則を適用しＲ2を求めると次のようになりま

す。

　　　Ｅ＝５Ｒ2＋３０×２

　　　１００＝５Ｒ2＋６０

　　　５Ｒ2＝４０

　　　Ｒ2＝８［Ω］
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（２）　誘導性リアクタンスＸＬに係る電圧ＶＬは、

　　　｜ＸＣ－ＸＬ｜＝６

　　　｜８－ＸＬ｜＝６より

　　　ＸＬは２［Ｖ］または、１４［Ｖ］になります。

　　　ＸＬが２［Ｖ］の場合の電流Ｉを求める。

　　　Ｉ＝ＶＬ／ＸＬ＝２／６＝１／３［Ａ］

　　　ＸＣ＝ＶＣ／Ｉ＝８／（１／３）＝２４［Ω］

　　　題意よりＸＣ≧６［Ω］の条件を満たすので、よってＸＣ＝２４［Ω］

ＸＬが１４［Ｖ］の場合の電流Ｉを求める。

　　　Ｉ＝ＶＬ／ＸＬ＝１４／６＝７／３［Ａ］

　　　ＸＣ＝ＶＣ／Ｉ＝８／（７／３）＝３・（３／７）［Ω］

　　　題意よりＸＣ≧６［Ω］満たさないので、違います。

第２問

（４）　α＝ＩＣ／ＩＥ＝１．９６／２＝０．９８

　　　　β＝α／（１－α）＝０．９８／（１－０．９８）＝４９

　　　（別解）

　　　ＩＢ＝ＩＥ－ＩＣ＝２－１．９６＝０．０４

　　　β＝ＩＣ／ＩＢ＝１．９６／０．０４＝４９

第３問

（１）　左上ＯＲ回路の出力は、入力0,0,1,1と0,1,0,1より、1,0,0,0になります。

　　　左下ＡＮＤ回路は、入力0,0,1,1と0,1,0,1より、0,0,0,1になります。

　　　ＮＡＮＤ回路は、どちらか一方でも「0」が入力されると出力は「1」になります。

　　　この性質を利用すると右下のＡＮＡＤ回路の出力は、1,1,1,＊になります。

　　　右上のＮＡNＤ回路の出力は、入力1,1,1,0と1,1,1,＊より0,1,1,1になります。

　　　したがって、出力ｃが1,1,1,0よりＮＡＮＤ回路に置き換えることができます。
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　　　（別解）

左上ＯＲ回路の出力は、入力0,0,1,1と0,1,0,1より、1,0,0,0になります。

　　　ＮＡＮＤ回路は、どちらか一方でも「0」が入力されると出力は「1」になります。

　　　この性質を利用すると右上のＡＮＡＤ回路の出力ｃは、＊,1,1,1になります。

　　　解答群の回路の出力は、次のようになります。

1 排他的論理和・・・0,1,1,0

　　　②　論理和・・・・・・0,1,1,1

　　　③　否定論理和・・・・1,0,0,0

　　　④　論理積・・・・・・0,0,0,1

　　　⑤　否定論理積・・・・1,1,1,0

　　　以上より＊,1,1,1に該当するのは、②　論理和になります。
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（２）　それぞれの回路に、入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると、出力ｃは次のようにな

ります。
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　　　したがって、図－４が正解になります。

（３）　ＮＯＴ回路の出力は、入力0,0,1,1より1,1,0,0になります。

　　　　ＯＲ回路の出力は、入力1,1,0,0と0,1,0,1より1,1,0,1になります。

　　　　ＡＮＤ回路は両方の入力が「1」のときに出力が「1」になります。この性質を利用すると、入

力1,1,0,1と出力0,1,0,1よりもう一方の入力は＊,1,＊,1になります。

　　　　入力0,0,1,1と0,1,0,1より、出力が＊,1,＊,1になる回路は②のＯＲ回路です。
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（４）　それぞれの論理式から真理値表を作るとつぎのようになります。
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　　　（別解）

　　　出力Ｃの0,0,0,1を論理式に直すと論理積のＡ・Ｂになります。

　　　解答群の論理式を簡単にすると次のようになります。
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　　　以上より④が正解になります。

第４問

（１）　変成器の１次側に加わる電圧をＶ1、２次側に加わる電圧をＶ2、巻線比が３：４からＶ1を求

めると、次のようになります。

Ｖ1：Ｖ2＝３：４

４Ｖ1＝３Ｖ2
Ｖ1＝１２［ｍＶ］

　　　電気通信回線への入力電圧をＶ0、変成器の１次側に加わる電圧をＶ2、伝送損失をＬとし、伝送

損失を求めると次のようになります。

　　　

　　　題意は１キロメートル当たりの伝送損失ですから、

　　　２０÷４０＝０．５［ｄＢ］

（３）　ｍ＝（Ｚ2－Ｚ1）／（Ｚ2＋Ｚ1）

＝（４２０－２８０）／（４２０＋２８０）

＝１４０／７００＝０．２

第５問

（１）　４相位相変調方式　　データ信号速度＝２［ｂｉｔ］×変調速度

　　　　８相位相変調方式　　データ信号速度＝３［ｂｉｔ］×変調速度

　　　　題意より変調速度が同じですから３÷２＝１．５倍になります。
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